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★ 昨年10月、 日本博物館協会(以 下、 日博
















以下、 この 〈白書〉を読んで感 じた ことな
どを述べてみたいが、まず最初に、この調査
を実施 し、その膨大なデーターを整理 し、〈白




園 と、IV資 料編 という構成である。そのIV
章の資料編 は、文字通 り、調査データーを整
理 した ものが掲載されている。 ここでは紙数
の関係 もあ り、IV章を中心に感 じた ことを述
べることにしよう。
★ 今回のアンケー ト調査は全国の2,892館


















らを博物 館 とは考 えていないのか も知れ な
い。 とすると、これ も一つの見識か とも皮肉
に思 えもする。登録館や相当館では一応過半
数が回答 しているが、257館が無回答である。


















































現状 に即 して再検討されるべ きなのではない
だろうか。
また、回答選択肢 も 「展示」の項 目が無 く、
「展覧会」しかないようで、通常の展示も「展
覧会」で回答するのだろうか、「普及活動」に











































メントではないし、1回 限 りのイベン トでも
ない。長期 にわたって、基礎研究を続け、 こ
れに基づいて資料 を収集 し、その成果を公衆
に開示 し続 けることを通 じて、公衆の教育 ・















博物館 としての本来の活動 を、期待 され る質
量で実施するには、長期にわたってヒ トとカ



























の展示 などにおけるAV機 器 の広範 な利用
やコンピューターの大幅な導入、生涯学習に
対する期待の高揚、会社、官公庁、学校の週





















『めのスタッフの充実 と訓練、ツ フ トの重視 ・























2分の1に 近 い面積の収蔵庫 は必要であろう
し、将来的には増築可能 としてお くか、ある
時点で別に収蔵施設 を検討する必要が起 きて
























て もで きないこ 自館 の保有資料数す らまった
く分か らないということなのではないのか。
少ない学芸員で、定例化 した特別展や各種








ようや くガイ ド・ツアーが定着 し始 めている















・見えるので、今後 とも力 を入れ るべき活動で
あることは確かである。そこでは、本号の巻
頭の対談にもある く話術〉 とも関連 していえ
ば、ツアー ・ガイ ドの話 し方の訓練 までは未
だ手が届いておらず、概 して説明が単調であ
るという指摘 は今後の課題を示 していよう。
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